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蔓のニコルソン博士に依り，新に二個予見された」と承知されながら九ツとし

てある．とれは無論11に訂正さるべきである．77頁一天王星は肉牛で見えなV・

とあるが，時には肉眼でも見えることがある．78頁一術星表中木星の衛星2個

を追加すべきこと．82頁一「暦は最初，何庭の國でも月の攣化によって作られた

ものであるとあるが例外が一つある，それはエヂプトである．91頁一南十字が

「將來何十年かの後には再び見える・ことになる」歳差の關係で南十字が再び内

地から見える時が來るtとは明かであるが，何十年かの後には未だ見えない．

94頁一皆既日食の時には「地上は暗夜の如くになる」とあるが，それ程暗くは

ならない．94頁一皆既月食の時に「一時月は正銘を失ってしまふ」とあるが・

皆既月食の際は銅色の月が漸うに見えるものである．94頁一「月はこの地球の

周りに廻縛してみるもので，その一周穂は約二十九日牟であり……」朔望月の

二＋富鉱でなく，垣星月の約転＋七日三分の一のhがよV・．102頁一ハレイ彗

星の「尾が40度にも達した」とあるが，筆者が曉東天に現はれた尾は天頂を越

えて西天に及び140。にも達したのを見た．105頁一新しく霊智された小遊星や

新星には彗星獲見者と同様獲見者の名前が冠せらるとあるが，新獲見の小遊星

や新星全部とは行かなV・様だ．107頁一ハレイ彗星の尾20度に達するとあるが・

最長の時は前記の様に100度以上であった．120頁一明石町を明石市に訂正のこ
と．

　11．宇宙の實相　ウヰルソン山天文墓E．ハツブル原著，相田八之助課の本

書は1936年の秋，オツクスフォドに於て，総論を「宇宙の實相」として試みられ

たロiデス記念講演である．本書は第一章観測領域を字面の模型と見て，第二

章赤色官位の意味に就いて，第三章可能なる宇宙の姿，観測の結果に大別して

述べてある．

　12．新装版星座力1ド　初版に於て星明と解読書とは別であったものを，一

葉に納めた編め便利よく，定償を引下げられた事は普及上に喜ばしい事であ

る．初長者は是非座右に備へるべきである．星座圖に日本内地の地手線がある

のは目標があってよい．
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